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黒松の市川 街歩きの感想 

2023 年 9 月 今井 晴彦 

 

 市川市にはほとんどいったことが無かったので、どういう所かさっぱりイメージがないまま参加する

ことになった。黒松が確かにあちこちに散在していて、それが街の個性を創っていることが良く分かっ

た。その魅力が文人や金持ちを呼び寄せて、落ち着いた高級感のある住宅地を作り上げてきたということ

も首肯される。逆にここに黒松がいなかったなら、ただのどこにでもある郊外の市街化した街にしかなら

なかったであろう。 

 

 というわけで、今後ただの郊外市街地になっていくのか、それとも黒松の魅力をさらに拡大させて、個

性のある街になるかが課題になる。しかしどうも前者の方向に行きかねないような危うさがあった。まと

めてミニ戸建て住宅地に変貌してしまう敷地、黒松などいらない高層住宅などの侵略が始まっていた。ど

うやって黒松の街を守るかである。なんといっても地元の方々が関心をもたないと始まらない。例えば学

校の授業で黒松の話を教えることはしているのだろうか。 

 

景観条例などで景観重要樹木の指定をしているのだろうか、地区計画でもかけて保全するようなこと

はしているのだろうか。などと色々気になった。とりあえずは、黒松の街をテーマにした写真コンペでも

行ってみたらどうでしょうか。できれば黒松の林の中で、酒飲み会でもやってくれたらいいなと思いつつ

帰宅しました。 
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市川黒松のある街歩き 

伊藤 雅彦 

 

数年前から「ぜひ歩きましょう」と誘われていた黒松が残された景観のある市川八幡地区を歩く。準備い

ただいた高山さんありがとうございました。 

葛飾八幡宮、八幡の藪知らず、14 号線（千葉街道）そして立て直された市役所等を見ながら約 8 千歩を

歩きました。江戸から続く区割りが残り、豪邸が多くその敷地内外にある黒松はいにしえの風情を思い起

こすことができます。しかし現存する黒松はまばらで、高木は切られ景観上計画的な保全がされていない

と思いました。良好な住環境保全という点では道路に飛び出した松の根や、逆に私有地から公道に覆いか

ぶさるような黒松は果たして保全すべきなのか、特徴ある路地を形成していても誰が管理主体であるべ

きか判然としない中途半端な存在に思いました。 

 

集合場所である菅野駅は外環につながるアンダーパスの上にある新しい駅でしたが実は 1916 の古くか

らある駅でした。駅前には昔の名残のような商店がいくつかあり、近くには道標も石渡本店（酒の量り売

り）もある歴史的な場所でした。駅前の平田緑地には多くの黒松がありますが諏訪神社と個人の土地をあ

わせ、千葉県として初めて緑地保全地域指定とした貴重な雑木林です。ここには黒松の松ぼっくりが落ち

ており手を入れていない非常に希少なエリアだと思いました。これらは移設され集約されたものと伺い

ました。 

 

市川八幡地域は旧来江戸の別荘が多かったと聞きます。従って真間川、新川、小名木川など河川や水路は

江戸とつながっていた人流の通路だろうと推察できます。一方、途中にある天領だった市川市行徳地区は

江戸初期から塩田で栄え、主として同じ水路を経てもそれは江戸へ塩を運んでいた物流水路で常夜灯な

どは残っています。その街道沿いは商家が残る程度で、周辺には江戸時代から数多くの神社仏閣あるの

に、黒松の痕跡がないのは興味深い。神社を数箇所歩いてみましたがシラカシ、クスノキ、イチョウ、ケ

ヤキだけであり、松はありませんでした。遠くからでもわかる高木となる黒松は道標などと同じく、街道

があることを示す都市装置だったのでしょうか。 
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「クロマツの街いちかわ」街歩きに参加して 

2023 年 10 月 9 日 北村 良 

 

この度の「クロマツの街いちかわ」街歩きでは大変お世話になり、ありがとうございました。 

美しい街並みが、大きく残念な方向に変わっていく、まさにその現場を目の当たりにすることになり、深

く考えさせられる体験となりました。 

私は、今、電線・電柱を地下に埋めようという NPO に所属し、活動に取り組んでいますが、日本の無電

柱化は、なかなか前に進みません。今回のツアーでは、これに似たような残念感を感じた次第です。自分

はどう動くのか考えても、有効な手段を見つけることができず、無力感と焦燥感ばかりが募ります。 

 

美しい古い街並みは社会的な財産であると思います。それだけで直接的な価値があります。しかし、日

本の多くの人も、税制も、政治も、それを広く認めていないように思えます（重伝建保存地区などはあり

ますが例外的です）。経済的に豊かになった今も、街並みをフローとしてしかとらえていない。古いもの

は美醜の判断をされることなく壊され、常に新しいものが建てられ、また、その方が「美しい」とされる。

たいがい、ご近所の奥様方あたりから「あら、綺麗になったわね」などと言われておしまいになってしま

います。 

古いものを残すより、壊し、新たに造るほうが、金銭的には大きな金が動きます。お屋敷は小さな家に

分割し、一生かかって返済するローンを貸し付ける方が、建設業も、不動産業も、金融業も儲かるわけで

す。 

そこには、歴史的時間や自然の美しさに対する畏敬の念が、欠落しているように思います。 

ヨーロッパの各都市が先の大戦によって壊滅的に破壊されたにもかかわらず、戦争後の復興では、図面、

写真はもとより、中世に描かれた絵画まで参考にして、元のとおりに復元したという話を聞いたことがあ

ります。日本では、このような話はついぞ聞かない。この彼我の差は何なのでしょうか？ 

 

黒松が保存樹木として残され、家屋がセットバックすることによって、松が道路に取り残される形にな

っている現場を見ました。松は適度に車のスピードを抑え、歩行者にとっては快適な空間になっていると

思います。ところが事情を知らない運転者からすれば、「なんで道にこんな松が残っているんだ 」とな

ってしまうでしょう。松で車を傷つけ、舌打ちした運転者もいたと思います。車の通行で傷ついた松の根

元を見ながら、そんなことを考えました。 

 

かつて私は東京の郊外に、チェーンレストランを展開する仕事に従事していました。土地の所有者から

は、「店は作っても、欅の木だけは残してくれ」と言われるケースが、少なからずありました。効率を考

えれば、店舗を営業するうえで、木は厄介者です。停められる駐車台数は減るし、落ち葉の量は半端では

なく、その掃除には大変な手間が掛かります。それでも私は、駐車場に大木のある店舗の佇まいが好きで

した。そんな店舗も、１０年１５年と経過し、先代の賃貸人が亡くなると、２代目は営業を優先して、伐

採してしまうことがありました。コストを優先して、３、４ｍのあたりで真一文字に切られた欅を見るの

は、哀れで心が痛みました。 

松は美しい。しかし、松葉は屋根に落ち、雨どいを詰まらせ、家を痛めるとの解説でした。武蔵野の欅

と似たような葛藤がここでもあるのだろう、と想像します。だから、切るのか？それでも、残すのか？ 
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私たちは何をしたいのでしょうか。何を畏れるのか、何が大切なのか、改めて問われている気がしまし

た。 
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「文人が多く住んだまち市川市 クロマツの多く残る路地裏を歩く」  

感想等 

三橋 重昭 

 

地域の理解 

江戸～明治に防風林として植えられたクロマツ、古くはこの地域は砂州でクロマツが自生していた。明

治~大正にかけて鉄道が敷設されて別荘を含む住宅地になってもクロマツは大事にされて今日に至る。 

（まち歩きコース、距離） 

１） 京成菅野駅拠点・・東西 1500ｍ 

２） 京成八幡駅拠点・・南北 2700ｍ 

私は 1957 年~1963 年の６年間、京成八幡駅徒歩 15 分のところの中学、高校に通学していて、

この地域が通学路だった。一部大邸宅があったのは知っていたが、この住宅地を歩いたのは 60 年

ぶり。 

 

60 年ぶりの印象 

京成菅野駅下を通る東京外環道、京成八幡駅から 15 分も歩くと田んぼが広がっていたがそこは大柏

川が拡幅され住宅地に変わった。大柏川下流の今回歩いた真間川周辺の住宅地は変わらない印象。その中

にいくつもの大邸宅があって、クロマツとともに良い景観を形成している。歌手岡晴夫邸は 300 坪以上

あったと思うが、敷地 20 坪弱の建売住宅になって居た。その近くの 530 坪の大邸宅は売却されたの

か、阪急阪神不動産が開発公示していた。   

クロマツを大事にする市民や行政の取組みは理解できた。これを風致地区や景観形成地域等の制度で

どう守っていくか考えさせられた。 

懇親会場の本八幡駅前は既に再開発で数本のタワマン、さらに 2030 年竣工予定で再開発が進行中

（44 階、870 戸タワマン等）という。 

街中心部とその周辺は、明治以来、桃や梨畑（そのための防風林としてのクロマツ）、高級住宅街、ご

ちゃごちゃした駅前の再開発と街の様相を変えている。 

 

街並景観プランナー高山登さんガイド 

事前に 20 ページの資料、現地でガイドマップⅠ Ⅱ）（まちづくり家づくり Caf  Ichikawa 発行）、

「新建ちば」掲載２論文、いちかわ景観１００選等をいただき、また現地での懇切丁寧な説明で地域形

成、クロマツの街いちかわの保存の努力が理解できた。 

高山さんに感謝。 
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（参考写真等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

菅野クロマツ本通り 老舗酒屋前 

懇親会場の場で進行中の 

再開発計画（この周辺に

もクロマツはあったが） 

クロマツの映える住宅路地 

懇親会後に行った市川駅駅前

公共展望台（手前に江戸川、奥

にスカイツリー） 
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市川市黒松の路地 

木村 晃郁 
 

市川・本八幡の街を歩くのは２度目ではないだろうか。市川は、高校生の時に同級生の女子が“さだま
さし”が好きで、さだまさしの家に行くのに付き合えと言われて、男女４人だったかで市川の高級住宅街
を歩いた。当時は、「雨やどり」や「関白宣言」など、さだまさし絶頂の頃である。アルバム「帰去来」
の写真が、さだまさしの家の前だという情報を元に、市川の高級住宅地を
歩き回った。その後、その  は満 し、 春まっただ中の４ は江 川
土手に行き、土手の草原に座ってギターをかき鳴らした。当時の高校生は、
誰しもがフォークやニューミュージックに傾倒し、誰もがギターを弾いて
いた。かく言う著者も郵便局の配達のなけなしのバイト代を、ギターにつ
ぎ込んで挑戦してみたものの、悲しいかな音痴でリズム感がなく、加えて
指先の器用さもないという絶望的な状況に、当時の自分としては大枚を無
駄にして、ギターはあえなく押し入れの奥に仕舞われたのであった。いわ
ゆる、ほろ苦い 春の思い出である。 

本八幡にも一度来て、八幡宮の前を通り過ぎた記憶があるのではあるが、果たして何をしに来たのか、
今となっては全く記憶がない。という状況なので、まあ初めての市川のまち歩きである。 

 
１．菅野地区 

今回の案内 は、 学建築学科の先輩の  登 である。 は、市川在住で電線類の地中化や市川の 
松の保存など、景観に関する活動をしている。 

京成本線菅野駅に集合して、まずは菅野地区の 松の路地を歩く。駅南 の平 緑地で  氏の解説を
聞く。駅前には外環道がアンダーパスで整備されている。 の解説によると、外環道の整備でかなりの 
松が切られたとのこと。駅前の外環道アンダーパス上の植裁には気持ちばかりの 松が残されている。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
平 緑地を出て駅南 部新 に向かうが、その緑地のアプローチが既に

路地である。また、さすが 松のまち市川！マンホールも 松がデザインさ
れている。 

 
  

帰去来レコードカバー 

外環道アンダーパス上の植栽の 松 平田緑地から新田に抜ける通路 

 松がデザインさ
れたマンホール 
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線路沿いを に歩いて最初の踏切を右に て南に折れ
る。この踏切、様々な工作物が設置され、なんとも賑やか
な踏切である。車止めがあり人と自転車・バイクのみ通
過可能のようだ。 

 
南に折れたところで驚いた。 松が幅員 5ｍほどの道

路に屹立している。当然、歩道もなく、ツリーサークルも
ない。まち歩きするに当たっての前知識として、こうし
た状況があることは知っていたが、この 松の唐突感は
予想外であった。さらに進んでいくと、状況はその様相
をより濃くしていく。 松の巨 が 地からも、路上か
らもにょきにょきと空に伸びている。道の両側から路上
を覆っているところもあり、閑静な住宅地というイメー
ジを超えて荘重ささえ感じる。素晴らしい風情である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
このまちは、無電柱化がされておらず、電線も道路上空を通っており、どのように両者が折り合いをつ

けているのかわからないが、電線が松の間を抜けている。このような状況では、高山氏の進める無電柱化
もあまり効果がないのではないか。上空は電線より 松が  ち、路上は電柱より 松の が 由に占拠
している。 

また、このまちの路地は、カーブしているのが良い。ほ
とんど、まっすぐの道が見当たらない。元々のあぜ道の
名残なのか、それとも水路の名残なのか。おかげで、まち
の表情がよくうかがえ、 松も折り重なって え、重層
感が出てくれる。 

300ｍほど言ったところで高山氏は折り返し、元来た道
を通り再び駅前を通過した。普通まち歩きツアーは、一
筆書きでまわるものであるが、今回は二つの駅の周りを
歩く都合上このようになったのであろう。 

路地の上空を覆う 松、その間を抜ける電線 

右に左にうねる路地 

色々賑やかな踏切 

8



駅前を通過した駅の東側には、道のカーブに沿って昭
和レトロな建物が 4 5 棟建っており、独特な景観を見せ
ている。いずれも空き店舗のようだ。「もったいないなあ、
リノベーションすれば面白いのにな」と思いつつ、ツア
ーを追う。 

 
駅東側の踏切を渡った。そこには古色蒼然とした木造

建物の酒屋さん「石渡商店」があった。高山氏が店の前で
解説していたら店の主人が中を見せてくれるという。建
築・都市計画系の仕事をしていたメンバーが多いこのツ
アー、先を急ぐ高山氏を尻目に続々中に入っていく。 

困ったなあと言う顔をしている高山氏に「高山さん、ここは諦めて、小休
止ですね」と肩をたたいて私も中へ。中では、気分を良くした店主が、今日
は樽酒があると希望者に試飲させている。このメンバー建築も好きである
が、酒はもっと好きである。皆喜んで試飲させていただいた。 

当然私もである。冷蔵ケースの中に二つの樽が鎮座している「高清水」と
「奥の松」、後者を試飲させていただく。日本酒に樽の香りが移り、暑い中
歩いてきたことも加えて、冷たい酒がのどごし良く、身体に染み入ってく
る。試飲しただけでは申し訳ないので、これからまだ歩かなければならない
が、奥の松四合瓶を購入する。まち歩きの後の懇親会で皆さんと呑もう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

さらに東に向かっていく。こちらの 松は少し密度が
低いようである。それでも、沿道の建物が平屋や二階建
ての住宅が多く、道路に面して庭持っているものも多い
ことから、天に伸びた松は道路からの視野にその威容を
誇っている。 

酒屋から 100ｍ強歩いたところで南に折れて、50ｍば
かり進むと右側に立派な築地塀のお屋敷が見えてくる。
その築地塀の前の道路に 3 本の松が並んで立っている。
いずれも、申し合わせたようにおや鴨川に傾いている。
菅野地区の 松景観の つのクライマックスであろう。

駅前の昭和レトロな建物群 

古色蒼然とした木造の酒屋 試飲に群がる参加者と店の主人（中央奥） 

冷蔵ケースに鎮座する 
樽酒 

低層住宅地の空に 松の巨 が威容を誇る 
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参加者からも、お と さな歓声が上がった。 
しかし、この松はなぜ傾いて立っているのか謎である。防風林や高山の松は風下に向かって傾いて立っ

ているが、この 3 本の松の北側の松は反対側に傾いている。もちろん、まっすぐ立っているものもある。 
そういえば、築地塀の反対側の土地はセットバックしていたが、築地塀の家も建て替えるときはセット

バックするのだろうか。そのとき、3 本の松はどうするのだろう。他の路地でも２項道路交代は必要であ
る。と、すると、この 松は消えていく運命なのか。様々な謎が浮いてくるが、そうした謎を残しつつ、
ツアーは本八幡地区に移る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

追伸、路地歩きのツアーであることを忘れていた。この築地塀三本松をさらに南下すると、ジグザグに
カーブを描く路地がある。この線形も不思議であるが、最も狭いところは２ｍ程度しかなく、しかも 地
のたたき部分が段差を持って張り出している。面白いなと写真をとっていたら、宅配業者の軽トラがこの
段差を乗り越えて通過していった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

築地塀と 松。道路の反対側は２項後退 

ジグザグ路地 ジグザグ路地の最も狭い部分 

10
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２．八幡地区 

続いて、八幡地区である。京成線を一駅乗って京成八幡駅で下車、まち歩きツアーで電車で移動はなか
なかなパターンである。ぶらり途中下車の旅という番組を思い起こす。さて、京成線は「京成八幡駅」で
あるが、直線で約 300ｍ離れた位置にあるＪＲは「本八幡駅」となる。周辺の地名は「八幡」である。「本」
はどこから来たのか。ググってみると、葛飾八幡宮の門前に京成線の「八幡駅」があったらしい。これと
区別するために、国鉄（鉄道省？）が「本八幡駅」としたらしい。なお、現「京成八幡駅」はもともと「新
八幡駅」として開業し、「八幡駅」の廃止「新八幡駅」への統合により「京成八幡駅」と改称して現在に
至るとのこと。（ウィキペディア） 

また、市川市の市役所は八幡にある。昭和 9 年に市川町、八幡町、中山町、国分村の 4 町村が合併して
市川市が誕生したが、その時のお決まりのすったもんだにより、市の中央に市役所を整備して、名称は当
時最も知られていた「市川」を採用したようである。ＪＲ本八幡駅周辺に加えて京成八幡駅南口の再開発
も行われ、京成本社が押上から引っ越してきて、かなりにぎわいを呈してきている界隈である。 

 
話が最初から脱線して恐縮である。路地歩きに戻ろう。駅を降りて南口を出て東に進むと、右側に本棚

を道路に向けて設置している書店に驚かされる。書店の壁が本棚になっているのである。これも日本だな
と思う風景ではないか。他の国では、持って行っていいですよと言う状況である。 

さらに京成線沿いを東進し葛飾八幡宮の参道に至る。幟が立っており、ご縁日のようである。（正確に
は翌日が「八幡祭」当日）参道を進んでいくと、露店がちらほら出ている。本殿にお参りして奥に進んで
いくと、神輿蔵が開かれて御神輿を拝見することができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

壁が本棚となっている書店 葛飾八幡宮鳥居と幟 

葛飾八幡宮本殿 宮神輿 
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ところで、葛飾といえば寅さんの口上「私、生まれも育ち
も葛飾柴又です。帝釈天で産湯を使い…」にあるように、東
京の葛飾区を誰しもが思い浮かべるが、古くは下総国（千
葉県北 部）の郡名であった。かなり広い範囲をさし、 は
隅田川から東は船橋あたり、北は茨城の古河市の一部や五
井蒲池付近と、埼 県の幸 ・春 部・杉 あたりに及んで
いた。ちなみに江 川以 は、江 時代に下総から武蔵に
編入された。両国橋は、下総と武蔵の二つの国を結ぶ橋と
いう意味である。 

さて、路地歩きであるので八幡宮を辞して随神門前の道を東に向
かう。さらに、住宅街を進むと大谷石の塀の一部がかけている塀に出
会う。多分、この街であるから前は 松などがそこから伸びていたの
ではないかと、同行者と話す。いわゆるトマソン物件である。 

住宅地の路地を北上していくと、竹垣のある邸宅に出る。庭の緑も
濃い。その正 に、 松の巨 が屹 している。 の出 り であろ
うシャッターが残念である。その向かい側も豪邸であり、薬医門と大
  の塀に囲まれた庭には多くの 松が植えられている。この つ
の豪邸で構成される景観は、市川市が誇るべき景観ではないだろう
か。こうした豪邸の維持には様々な障害があると思うが、是非残して
いってほしい。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

葛飾八幡宮随神門前の道 

一部に切り欠きのある大谷石の塀 ←↓竹垣の豪邸 

左に竹垣の豪邸、
右に大谷石の豪邸 

薬医門 
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さらに住宅街の路地を進む。道路上空に張り出している 松。  
石と生け垣の邸宅。小さいながらも木造の門を設える邸宅。などな
ど、様々な表情を見せてくれる。また、水木洋子邸の前の道は、元水
路なのか、右に左にうねりながら道の行く先を見え隠れさせて、散策
する者にこの先はどうなっているのかと、期待を湧かせて誘ってく
れる。いい道である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

水木洋子邸 

↑↓道路が右に左にうねり、先の景観が見え
隠れして、歩いていて楽しい道である。 

木造の門が設えられた邸宅 

大谷石と生け垣の邸宅 

道路に覆い被さる 松 

※水木洋子 
戦後、日本映画界の脚本家としての草分け
的存在。その居宅がギャラリーとして残さ
れている。 
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  洋 邸の浦側を北上する。遠くに 松の緑が え隠れして視界に ってくる。コンクリート打ちっ
ぱなしの塀と きな が 松群を背景に背負っている。 平線を強調した RC の と 松が調和してい
る。やはり景観は、材質の問題ではなく、デザイン の問題だと思う。 松群は背後にある「八幡東公園」
のものである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

RC 造の門を折り返して南下する。竹垣と生け垣を組み合わせた塀や大谷石とフェンスなど大きな庭を
抱えた住宅が現れる。いずれも、良い景観を呈している。大谷石の石蔵もいい味を出しいている。 松は
相変わらず自由で、敷地内や道路問わず生えており、しかも斜めに延びて道路と敷地をまたいでいる。し
かし、何度も って恐縮であるが、 松はなぜこんなに傾いて伸びているのだろうと思う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

遠くに 松が えてくる RC 造の と 松群 

←竹垣と生け
垣の組み合わ
せが素晴らし
い。庭の松も素
晴らしい。 

←→庭の松と道路上の松。
道路上の松は斜めに延びた
り根元だけを道路上に見せ
たり自由である。 
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さらに南下すると「八幡五丁目クロマツ公園」に出る。都市計画道路３・４・１８号線（ニッケコルトン
プラザ通り）の整備に伴ってできた公園と考えられる。この都市計画道路、周辺の住宅地から大きな反対
を受けたようで、多分防音壁として高さ３ｍ程度の透明クリル板の塀が道路沿いに立てられている。「広
報いちかわ 2016 年（平成 28 年）11 月 5 日 No.1555 特集 1」には、「市川の新しい流れをつくる都市
計画道路 3・4・18 号浦安鎌ケ谷線ってこんな道」と題してこの道路の整備方針について解説されてい
て、「視界を遮らない遮音壁 車道と歩道の間に透光性遮音壁を設置し、景観にも配慮した騒音対策を行
っています。」と書かれている。本当に景観に配慮したと言えるのだろうか。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

さて、 松ツアーはクライマックスを迎えつつある。八幡地区を歩いていて
なんとなく豪邸巡りをしていることに気がつく。まあ、 松がよく保全されて
いるのは大きな敷地で大きな庭がある邸宅になるのは必然と言える。その最
たるものの前にやってきた。案内役の高山氏は同だと言わんばかりの顔をし
ている。参加者もお っと さな歓声を上げた。  な を乗せた漆喰塀（築
地塀？）と敷地内多くの松が周辺を圧倒している。赤い木柵の内側には立派な
門が設えられている。大豪邸か企業のゲストハウス・保養所だろうか。門など
に何も記載されていない。もちろん、高山氏作成のルート図にも記載されてい
ない。 

しばらくみていると、赤い木柵の小さな掲示物が目に入ってきた。
「宅地開発事業計画事前掲示板」！なんと、宅地分譲されてしまうよ
うである。先ほど、どうだまいったかという顔をしていた高山氏の目
が点になっている。彼の 松案内ルートのクライマックススが 前
の灯火である。しかし、これだけいいものを市川市は保全できなかっ
たのだろうか。実にもったいない。 

 
 
 
 
 
 
 
 

都市計画道路３・４・１８ 八幡五丁目クロマツ公園 

 松ツアーのクライマ
ックスの超豪邸 

宅地開発事業計画事前
掲示板 
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 松ツアーを終え、本 幡駅前の懇親会場に向かう道すがら、京成線沿いを歩き市川市役所に出る。２
０２０年７月に竣工した新潮社である。北側は日影規制等に配慮して上層階がセットバックしていく傾
斜屋根となっており、壁面緑化？屋上緑化？がされている。基本設計図書には、「北側の風致地区に配慮
し、奥行きの深い平面が上層へ向かって後退する「ひな壇型庁舎」として、北側ファサードを斜面林のよ
うな緑にすることで、景観的、環境的にクロマツ市街地（風致地区）と連続する庁舎づくり」と書いてあ
る。南側は、日照による空調負荷を減らすために南側全面に設置した PCa の水平ルーバーとなっている。
南北両面が違う機能でるが、同じ水平方向を強調したデザインで統一され、印象的な建物となっている。 

しかし、竣 約１年後にこのルーバーに 裂が っていることがわかり、温度変化による伸縮や乾燥収
縮でルーバーが変形し、モルタルとの継ぎ目付近に損傷が発生した可能性があるそうだ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

市川市役所の千葉街道の向かい側に、鳥居が配された
竹藪が忽然とある。「八幡不知森（やわたしらずのもり）」
で、広辞苑にも「八幡の藪知らず」の項目があり、「ここ
に入れば再び出ることができないとか、祟りがあるとい
われる。転じて、出口のわからないこと、迷うことなどに
たとえる」とあり、江 川乱歩の「孤島の 」や夏 漱 
の「行人」等、さまざまな小説にも、迷い込んで出られな
くなることの喩えとして使われている。（市川考古博物
館・市川歴史博物館ホームページ） 

さて今宵も、本八幡の中華料理店で、反省会という名の飲み会に、反省する気もさらさらない面々の夜
は更けていく。と思ったが、最後にオプションがあり、前職の砥石計画同人がコーディネートを担当した、
市川駅南口の再開発ビルアイ・リンク・タウンの展望台に上り夜景を楽しんで帰った。 
 
 
 
 
 
 
 
  

市川市新庁舎南面 市川市新庁舎北面 
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新連ちば 1503 よリ 市川市の市木「クロマツ」の保存と再生に取り組む市民活動の紹介 

クロマツのある風景いちかわシンポジウム ２０１５ 

まちづくり家づくり Cafe Ichikawa  高山 登 
 
 去る 2 月 21 日、私が所属する市民団体の一つ「まちづくり家づくり Cafe Iclllkawa」主催による 「ク

ロマツのある風景市川シンポジウム 2015」 が市川教育会館にて開催されました。そのご報告です。 
 市川市は京成菅野駅付近から京成鬼越駅にかけてクロマツの木立を多く見られます。神社や墓地、緑地

にはまとまったクロマツの巨木があります。路地の奥には、その巨木がある驚きの大邸宅を発見すること

もできます。このようにクロマツのある景観は市川市に住む人々にとって誇るべき景観として、誰もが認

めるところです。クロ松は市川市の市木であり、市は既存のクロマツをできるだけ保存するように努めて

きました。結婚された方にはお祝の記念樹としてクロマツの苗木がプレゼントされた時期もあったそう

です。私有地内のある基準以上のクロマツは市の指定樹木として登録され、市の補助で消毒や施肥が行わ

れています。また以前お屋敷内に生育していたクロマツが、狭小道路が拡幅になった折、結果として道路

内に取り残されました。このようなクロマツは、市の管理樹木として登録され保存されています。市民側

の協力によって道路と宅地の境界沿にも多くのクロマツが保存されました。ブロックなどで塀をつくる

にあたってもクロマツを伐採せず、塀を分断してこれを残して保存されている例もあります。 
 しかし昨今、市のクロマツ保存に関わる予算も大幅に削減されるなど市行政の後退がみてとれます。さ

らに外環道の建設や下水道施設、都市計画道路の建設などで急激にクロマツが失われています。お屋敷内

に残る高さ 20m 位のクロマツも、遺産相続に伴う宅地の売却でその後は細分化され、クロマツは次々に

消滅していく運命にあります。クロマツのある家の周辺住民からは落ち葉で迷惑している、倒れる恐れが

あり危険だなどと苦情を受け、やむなく伐採されているものもあります。クロマツのある景観をどのよう

に保全していくか、その課題として大きく二つ考えられます。①今あるクロマツをいかに保存していくか 

②公園内の植栽や道路内の並木など、公共施設内の緑化としていかに再生していくか 
 失われてゆくクロマツ、このような状況をいたく悲しみ、市川市の市民団体「まちづくり家づくり Cdfe 
Ichikawa」（代表：高木彬夫）は 2009 年 4 月に設立され、クロマツの保存と再生の問題を中心に取り組

み 7 年目を迎えようとしています。平成 26 年度は、「マツ・みち・まち」をテーマに多くの人達に景観

への関心を持っていただきたいとまち歩きのワークショップが企画されました。具体的には 3 つのブロ

ックが選定され、公募により 3 回実施されました。各自思い思いその魅力的な景観を写真撮影して 1 ブ

ロック 5 枚程度の提出をお願いしました。最終的には市川の景観「マツ・みち・まち 景観 50 選」とし

て美しい街並景観のガイドマップを作成するのが目標です。今回はその中間発表となります。まち歩きワ

ークショップでは毎回 30 名位の参加がありました。提出された写真はそれぞれブロック別に整理され、

パネル化され 
ました。 
 そして平成 27 年（2015 年）2 月 21 日、市川教育会館ホールにて「クロマツのある風景いちかわシン

ポジウム 2015」が開催され、12 枚のパネルは会場に展示されました。シンポジウムは、I．写真と資料展

示「マツ・みち・まち 歩いて探した市川の景観」 とⅡ．シンポジウムで構成されました。シンポジウ

ムの第 1 部は日本各地のふるさと運動にかかわる街並み研究家、歴史家で日本ペンクラブ名誉会員の山

本鉱太朗氏をお招きし、「ディスカバー市川 文豪たちの愛したクロマツの街」のテーマで講演をお願い

しました。かつて市川市に在住した文豪達によってクロマツが紹介された書籍や、なぜ市川市にはクロマ
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ツが多く生育したのかその歴史的な背景よどについてお話があり、これまで知りえなかった貴重な情報

を得ることができました。 
 第 2 部の市民参加のフォーラムでは、コメンテーターに日大短期大学建築生活デザイン学科准教授の

山崎誠子氏にお願いしました。シンポジウムでは約 50 名位の参加あり、活発な意見交換がかわされまし

た。市川市生まれで在住の年輩の方からは、市川の老舗和菓子「しまむら」さんがつくっている「ももサ

ブレ」（桃の形をしたクッキー）についてのお話があり、大変驚きでした。かつて市川は海岸沿いに桃が

栽培されており、その防風林はクロマツであったとのことです。また、和菓子「しまむら」さんの「もも

サブレ」は、その桃に由来するとのことでした。会場はおおいに盛り上がり、ほぼ全員の方から感想をい

ただくことができました。今回のシンポジウムは、これからも継続されていく私たちの活動に大きな手ご

たえと励みとなりました。 
 
残したいクロマツのある景観 
高さ 30m はあろうかと思われるクロマツの大径木のあるお屋敷。このような大邸宅が相続などで相次いで売
却された後、ミニ開発されクロマツは消滅していく運命にある。 
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通称クロマツ通り 
建物新築時に敷地がセットバックされ、道路内に
残されたクロマツ。市が管理して保存されている 

シンポジウム会場 
講演は山本鉱太朗氏。左奥は、まち歩きワークショ
ップで撮影した写真のパネル通称クロマツ通り 
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E-mail rsu16094@nifty.com
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